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背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組

左記具体的な取組のうち、令和6年度にお
ける取組の評価・分析を踏まえた取組

これまでの取組状況
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市

③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

近年，社会において異なる背
景や多様な文化を持つ人がい
るということが可視化され，か
つこれらの人々が互いに尊重
し合い，理解を深めていくこと
が，豊かな社会・文化をつくる
ために重要だとされている。
このような社会情勢を受けて，
現代の子どもたちは，多様な
視点や考え方を身につけるこ
とが求められているといえる。

・外部講師を招聘するイベントプログラムを
積極的に実施する。
・地域の団体や企業との連携を深め，放課
後におけるイベントプログラムの実施内容
を前年度より充実させ，かつ回数も増や
す。

・市内公益財団法人と協力した，落語，よさ
こい，囲碁体験プログラムの実施
・調布市スポーツ協会及び調布市ラグビー
フットボール協会と協力した，タグラグビー
教室教室の実施
・市内企業と協力した，かけっこ教室の実施

さまざまなイベントプログラムを
通して多様な視点や考え方を身
につけ，将来に対する選択肢を
増やし，かつ異なる背景や多様
な文化をもつ他者への理解が
深まる。

外部講師を招聘する
イベントプログラム
を，市内20か所の放
課後子供教室にお
いて年2回以上実施
する。(20か所×2回
以上＝40回以上実
施)

0 回 40 96

04　本年
度の目標
値を上回
り、課題
の解決に
向けて大
きな成果
が見られ

た

20か所の放課後子供教室で年間2回以上、合計40回以上
の遊びのプログラムを実施目標としていた。東京都専門人
材プログラムをはじめ、調布市文化・コミュニティ振興財団に
よる「落語体験プログラム」「囲碁教室」、市内スポーツジム
（調布メガロス）による「かけっこ教室」，調布市スポーツ協会
及び調布市ラグビーフットボール協会による「タグラグビー
教室」など、全体で目標回数を大きく上回る回の遊びのプロ
グラムを実施することができた。スポーツだけでなく科学実
験教室、落語など多彩なプログラムを実施し、多様な体験を
通じて学年を超えた交流ができ、またさまざまな文化に触れ
る機会を提供することができ、児童だけでなく、保護者から
も好評を博した。
・東京都専門人材プログラム　71回実施
・落語体験プログラム　4回実施
・囲碁教室16回実施
・調布メガロスによる「かけっこ教室」　4回実施
・タグラグビー教室　1回実施

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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